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宇宙構造物の構造概念

宇宙科学研究所名取通弘

宇宙空間で構造物の受ける荷重は，シャトルや

スペースステーションのような高度で， 1m'あた

り 0.1 グラム重といった小さなものです。大変薄

くなっているとはいえ，それは空気による抗力の

せいで，静止軌道やさらに遠くの空間では太陽輯

射圧による荷重が支配的となり，その値はもっと

二桁も小さなものになってしまいます。そこで構

造物としては，シャトルのドッキングや自分をコ

ントロールすることにより生じる荷重の方が大き

くなり，それに耐えられれば十分で，あとは非常

に柔軟なものでよいといつことになります。また

太陽発電衛星のように，ごく薄〈分布している太

陽エネルギー(1. 4ワット 1m') をつかまえること

を考えますと， 10数kmのオーダーの構造物でない

と意味がないということになります。そのような

拘束のない自由さに積極的に対応していくために

は，地球上において私たちが今までに持っていた，
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ある程度固定化されたと言っていい構造物の考え

方を捨てる必要がでてまいります。そこに，宇宙

構造物の構造概念という研究分野の出発点がある

と言っていいでしょう。

数々のイラストに紹介きれている宇宙構造物は，

がっしりしたもののように私たちの目に映ります

が，実は 1 m'あたり数百グラムしかないような，

それこそビニールのシートのようなものなのです。

もちろん，人の住むょっな所はしっかりしたもの

に造るわけですが，あとの部分はコントロールで

きる程度にフニャフニャでよいのです。当然，カ

プトンフィルムなどの膜面を使った構造物が様々

に使われてまいります。膜面を構造体として安定

に機能させるには，張力をかけるのが一番です。

この張力に対応して圧縮力を受け持つ部分，たと

えば周辺の枠組とかトラス構造体などから，通常

の宇宙構造物ができあがります。もちろん，張力



を遠心力やごくわずかのカボス圧力により与える考

え方もあります。直径が 6 km もあるへリオジャイ

ロとか，そのほかパラボラ膜面をそのような力で

安定きせようという試みもされています。こうい

った膜面構造の概念は，今後いろいろと宇宙構造

物の分野で研究されていくでしょう。

宇宙空間で大型の構造物を組み立てるには数々

の制約がありますから，近い将来の宇宙構造物に

は展開型構造物の概念が必要です。きらに展開型

のモジュールをいくつも使って全体の構造物を組

み立てるようにもなっていくでしょう。そこてでで、"

展開型宇宙構造物の構造概念の研究は，現在私た

ちが最も力を入れている分野のひとつです。二年

程前に，三浦先生が八面体形状トラスのたたみこ

みのひとつのモードを見つけられたのをきっかけ

に，私が四面体と八面体形状トラスのたたみこみ，

小野田先生が六面体形状トラスのたたみこみと，

宇宙研の構造グループが，一時期トラスのたたみ

こみに熱中しました。その結果，ひとつには展開

中の様々な形態をも積極的に構造体として機能き

せようという適応構造 (Adaptive Structure あ

るいは Control Configured Structure) と名付

けた新しい構造概念や，今まで単にそれぞれの研

究者たちの思いつきから出発してきた概念の創造

についての研究などが大きく進展してまいりまし

た。ここでは，後者についてもう少し詳しく紹介

することに致します。

写真 1 は，正四面体を

継ぎ合わせてできるビー

ムのモテ、ゾレで‘す。これは

いくつかのら旋で構成き

れていて，どことなく D

NA を思い起こさせます。

私たちの目には，構造部

材としてこのようにねじ

れたものはとても受け入

れられないのですが，こ

のビームは正四面体だけ

でできているだけに，大

変基本的なものを含んで

いたのです。この正四面

写真 1 .正四面体ビーム

体形状トラスの稜を短くしたり長くしたりするこ

とによって，研究が進展していきました。このビ

ームのねじれを少し戻してやると，写真 2 の一番

上にあるようなすっきりしたビームになります。

そしてそれは，一連の写真に示されるように棒状

にたたまれてしまうのです。 NASA では，この形

写真 2. ヘリカルビームのだたみこみ(1)

写真 3. ヘリカルビームのたたみこみ(II)
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写真4. 弾性ロンジロンのヘリカルビーム

〆ー、

〆Fヘ

状の 100mほどのビームをEVAにより組み立てよう

としているのですが，写真の構造概念によれば，

それこそあっという聞にそのようなビームができ

あがると思われます。もちろん，この他にも多く

のたたみこみのモードがあります。写真 3 は四面

体のひとつの稜をどんどん伸ばしていって，つい

には平面になってしまうことを使ったモテールで、す。

また，宇宙構造物には，剛な部材だけでなくワイ

ヤーや弾性部材が多く使われています。それらの

部材の変化が入ってきますと，どのようにたたみ

こんだらいいか分からなくなってしまうのが普通

です。しかし，基本的には剛な部材でたたみこみ

を考えておいて，あとでその部材を置き換えるの

がよいのです。写真 4 は，先ほどの写真 2 のビー

ムの部材のうち縦通材を

グラスの複合材に，一部

の剛な部材を黒く見える

ゴム糸と白く見える細い

糸に置き換えたものです。

これらのビームはみな，

写真 1 の正四面体ビーム

の仲間です。そして四面

体形状が非常に細長くな

って，キ且いビームになり

ますと，これは実は綱な

のです。ですから，少し

硬い綱がコイル状に積み

上げられていくような形

状も，簡単な計算ででて 写真 5. 正八百体ビーム

まいります。次に，八面 (ジオデシックビーム)

体はどうでしょうか。写真 5 は，正八面体からな

るビームです。このビームの長手方向に垂直な面

にある正三角形を60° 回転させると，普通に私たち

に受け入れられる写真 6 のような形状になります。

たたみこみにはやはりいろいろなモードがありま

すが，このビームは写真のようにたたみこむこと

ができます。また，四面体と八面体形状のトラス

を組み合わせると，きれいな平面トラスができま

す。あるいは，パラボラ面のような曲率をもった

トラスもできます。四面体あるいは八面体の基本

となるたたみこみのモードを様々に応用すると，

それらのトラスもいろいろにたたみこまれていき

ます。中には今までにないハッとするようなきれ

いな解もでてまいります。これらの研究は，基本

的にはトポロジーです。実際の展開型宇宙構造物

へこれらの解を応用するのはもちろんのことです

が，長さを問題としないトポロジーに長さをつけ

加えた，何か新しい分野が開けないかと思われて

ならないこの頃です。(なとり・みちひろ)

写真6. 八百体ビームのだだみこみ
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お知らせ淑淑淑淑漸減淑淑漸減淑淑漸減淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑当事〉

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール (5 ・ 6 月) -~

5 月 6 月
l 5 10 15 20 25 30 l 5 10 15 20 25 30

M-3sn-21

総合・地上 系オベレーション
PLANET-A

>

総 i口入 試 験 7/1まで

K-9M-78 亡

言十 器合せ 噛合せ

NTC|

定期点検 液水エンジン燃焼試験 アルミナ残留特性試験

設備点検

f¥

太陽・地球環境科学研究連絡会

日時昭和60年 5 月 16 日(柑

場所 45号館1 階会議室

科学衛星シンポジウム

日時昭和60年 5 月 23 日(木)-25日(士)

場 所 45号館l 階会議室

宇宙利用シンポジウム

日時昭和60年 6 月 3 日 -5 日休)

場所 45号館1 階会議室

問合せ先 宇宙科学研究所・研究協力課

共同利用係(467)1111(内235)

*宇宙科学講演と映画の会開催される

第 4 回宇宙科学講演と映画の会が4 月 20日仕)午

後 1 時30分から有楽町朝日ホールにおいて開催さ

れた。今年は講演内容が一般の関心事ハレー茸星

に関することであったため，当日は，一般，大学

生，高校生約500名という多数に達し，わが国の

宇宙科学の発展状況を広く所外の方々に紹介する

ことができた。(高橋)
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宇宙研談話会

- SpaceScience-

5 月 30 日(木) 午後 2 時-4 時

Dr.C.D.Hendricks

(LawrenceLivermoreNationalLab. ,

ProfessorEmeritus , Univ.ofIllinois)

“ Electrostatics andElectrohydrodynaｭ

micsandtheirApplications"

5 月 27 日又は 28 日予定

Prof.Sung-HoSuckSalkandDr.D.

E.Hagen(GraduateCenterforCloud

PhysicsResearch , UniversityofMiｭ

ssouri-Rolla)

「ミズーリ大学における大気科学研究の

話」

場所 45 号館 5 階会議室

問合せ先大員紀子 (467)1111 (内 297)

M-380 計算機のお知らせ

3 月の計算機運営委員会において，次の事項が決定さ

れましたのでお知らせします。

1. AE ジョブ(大型プログラム)のあっかいについて

2.DASD の増強

3. 翻訳ソフトウェアの導入 (ATRAS1 ， ATRAS2)

尚，詳細については「所内広報 No41J を参照願います。

計算機運営委員会
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さようなら森本三郎さん

青柳鐘一郎

森本三郎さんの言ト報に接したのは 4 月 3 日の早

朝であった。

前々日，お見舞の折「また来ますからね」と励

ますと，奥さんに抱き起こされて，手を振って応

えてくださったのがお別れの挨拶になってしまい

ました。

一昨年夏，機会を得て四国一周の旅を共にした。

無信心の私は信仰篤い夫妻にたしなめられながら

の旅であったが，旅行中「食が進まなしりと訴え

ていたのが今にして思えは\ したたかな病いの前

J包で・あった。

私と森本さんの縁は，昭和24年ごろ，敗戦の痛

手の中で結成した職場の演劇サークル「あくび‘座」

のメンバーとしてだから，交友は35年になろうと

している。内職をしなければ食べていかれなかっ

た当時，いっしょに力・リ版を覚え，版下トレスを

開拓していった仲である。以来，常に良きライバ

ルであり，よき相談相手だった。

冶金工場と呼ばれる 18号館と液体窒素製造装置

の管理にカを尽くされ，その誠実な仕事ぶりに接

して多くのことを教えられたのは私だけではある

まい。

生まじめきの一面，卓球・テニス・スキーと運

動万能のうえ，書道・写真と趣味も広かった森本

さん。定年を迎えたらのんびりと旅行でもしたい

と話していたのに，その定年の日からわずか 3 日

で亡くなるとは・・・・・・。奥さんの言葉をかりれは、，

本当に「お父さんのパカタレ」と言いたい。

古い仲間では森本さんはサブちゃんと呼ばれて

いた。 r娘の手前，サブちゃんはやめてくれ」と

常々言っていたが，私はこの呼び名が好きだ。

サブちゃん，あなたが亡くなったその日， 18

号館前のあの桜が締乱と咲きました。そして，あ

なたの死を悼むかのように散っていきました「一

四国・道後温泉での森本夫妻

/'ーー、

*r はくちょう」よ永遠に 女ハレー軌道情報

f一一「\ X線ノ勺レサーや X線バーストの
)/1ｧt¥ｧII
J:zt 二日 観測に数々の新しい発見をもたら
門事情け
~o \，三 J工三/ した第 4 号科学衛星「はくちょう」

がついに大気圏に突入し， 1979 年 2 月 21 日の打ち

上げ以来， 6 年と 2 ヵ月の寿命を閉じた。再突入

は 1985 年 4 月 15 日 18 時26 分(世界時) ，突入地点は

KSC 上空を少し過ぎた東経 165 度，北緯 14 度付近

とみられる。最後の周囲となった第 34563 周囲で

は再突入の直前まで KSC で受信され，大気摩擦に

より衛星外壁が 160 度近くまで昇温したことが確

認された。また第 34562 周囲ではすべての観測機

器の電源が投入され，最後の機能チェックが行わ

れたが，すべて順調に動作していた。故障の少い

衛星で，文字通り天寿を全つしたといえよう。こ
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ありし日のrlまくちょうJとその落下曲線
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年月日

*さきがけ近況

4 月 12 日スペースゴルフのショートホール(パ

ー 2 )が行われ，「さきがけ」の姿勢は発射後 94 日

目にして貫道面垂直となりカノープスを視野の真

中につかまえながら 5 月初旬の近日点通過に向け

てスピードをあげている。現在運用は朝の 9 時半

より 13 時半頃まで行っており，得られた観測デー

タはリアルタイムで画面に表示。居ながらにして

宇宙の気象がモニターできる。又，消感後の観測

データはデータレコーダに貯えられ，翌日伝送さ

れている。太陽の自転に伴い約 28 日の周期で変化

する太陽風速及びイオン密度のデータも観測開始

以来しっかりとらえられている。 4 月 20 日朝 4 時，

イオンの数が約 20 個/cm' と今までの 7-10 倍多く

なり，惑星間磁場がゆっくりとしかし大きく変化

し始めた。待望の磁気嵐である。 r さきがけ」は

この嵐の中でけなげにも観測を続けている。興奮

と感動が身体全体に拡がっていく思いのする一時

である。(小山孝一郎)

*ICE 用工事の進捗状況

宇宙研と NASA/JPL との聞の相互協力計画に

基づいて， ICE 追跡のための JPL 恨Ij装置が 4 月 1

日から臼田に搬入された。相包数で 44 個という膨

大な量である。これと前後して宇宙研側では，一

次ホーン新造を含めたアンテナ改造，電源工事，

He ガス配管工事等を進めておいた。

開梱から立架・配線の過程では，若干のトラブ

ルはあったものの克服できた。現在，低雑音増幅

器(気体 He 冷却メーザ)は冷却を済まし，雑音温

度測定に入ろうとしている。テレメータ装置は計

14 架が架台上に組みあげられ，宇宙研の装置を圧

している。こちらは既に試験に入っている。また

アンテナ自体の試験は，ほぼ終了した。

今後， 5月 15 日から運用が開

始きれる予定である。特に 5

月 18 ， 19 日には ICE が太陽に

対する金星の影の部分を通過

するため，さきがけとの同時観

測で臼田局は威力を発揮する

ものと期待きれる。(高野忠) ICE 用ホーンとメーザ

150

ZOO

300 近

地
占

高
Z5 目度

(km)

6550

6700

軌

道

草 6650

径

(km)

6600

*PLANET-A 対ロケット噛合せ(表紙カット)

ハレー探査機 rpLANET-AJ の対ロケット噛

合せ試験が 4 月 22 日より 5 日間にわたり相模原キ

ャンパス飛朔体環境試験棟組立室で実施きれた。

対ロケット噛合せは ロケットに組付けた探査機

が機械的・電気的につまく適合するかを確認する

一種のロケット相性テストである。うまく相性が

合えば合格である。探査機にとっては総合試験の

中の一つの登龍門である。今回の噛合せは，探査

機の一部にチェック中のものがあったため必ずし

も完全な形で臨めなかったが，ロケットとの電波

干渉などもなく良好であった。噛合せ中は特に湿

度に敏感な探査機のため，写真(表紙)に見られ

るように上からすっぽり円筒状のビニール保護カ

ノ〈ーをかぶせ酸素吸入ならぬ窒素ノマージをしなが

ら実施した。探査機は今後熱真空試験などを経て

6 月末日までに完成させ， KSC でロケットと再

会する予定である。(井上浩三郎)

の問， 「はくちょう」の成果は40編を越す欧文の

論文を生み出し，また 1983年には後継機「てんま」

と各種の連携プレーを行ったりした。

最後に， 「はくちょう」の設計・製作・打ち上

げおよび運用に携わった多くの方々，および再突

入にあたり正確な予報を出して下さった宇宙開発

事業団中央追跡データ処理課の方々にお礼申し上

げたい。(村上敏夫)
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色めがね会
22星学 τ

ぜ斡
捕獲された琴星

私は茸星は星関空間からやって来たものだと考

えている。こう考えないのはむしろ無理に見える。

最近に明らかにきれたいくつかの点を，紹介しよ

つ。

(1) オールト雪星雲は定常的でなし、。茸星の軌

道半径を a とすれば \l/a はエネルギーを与える。

その分布(図 1 )から，多数の琴星が 20000AU 以

上の軌道半径をもつことが導かれる。これが茸星

雲である。この茸星雲が定常的(惑星摂動による

放出と恒星による新琴星の供給がバランスする)

との仮定に立って方程式を立て，その解を現実の

分布と比較すると，大きな差が出てくる。茸星雲

は太陽系の一時的現象との結論がでてくる。

(2) ある時期に茸星が太陽系に投入きれ，以後

惑星摂動によって l/a の分布が変化する模様を調べ

ると， 600-1000 万年で観測される分布になる。現

在の分布は 1000 万年前に慧星を捕獲したとしても

説明できる。

(3) 近日点の異常分布。琴星近日点は天球上に

40

n

20

場易及
o 2.5xlO-4 5.0xI04 AU-1

図 1 .マ-スデン，セカ二ナ，工パーハート!こよ

る原初 1/a のヒストグラム分布

京都大学工学部薮下 信

1908年末に現れたモ戸ハウス琴星(画像処理され

ている)。星間空聞から来だのだろうか。

まったくでたらめに分布しているのではなしあ

る方向に集中している。その方向とは，太陽系が

銀河内を漂流している方向である。これは太陽系

内起源説と矛盾する。

(4) 銀河内には 3000 個もの巨大分子雲(1 0万~

100 万太陽質量)が存在し，これらがオールト茸星

雲に強力な力を作用させ， 46 億年も太陽系に所属

させることを許さない

(5) 茸星はいわゆる重元素からなる。原始太陽

系の円盤状星雲のなかでできたとすれば， 1011 個

あるとされる茸星をつくるには，円盤の質量は太

陽の約 10-20% でなければならないが，これは不

可能だ。

このような結果を虚心に受けとめる必要がある

と思う。そうすると太陽系内起源説が本当に説得

力があるのかどうか，自然に解答は得られるだろう。

その他に平均 3000 万年の間隔をおいておこる生

物絶滅・地球磁場の逆転のように，太陽系と巨大

分子雲の遭遇とのタイム・スケールで起こる他の

現象も情況証拠として考えねばならない。茸星は

おそらくグロビュール(小球体)とよばれる低温，

高密度のかスの中で生まれたのだろうと私は考え

ている。(ゃぶした・しん)
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NASAみであるき

宇宙科学研究所粛藤宏文

「さきがけ」の120%の成功を国際電話で知った

1 月 8 日の夜，雪のボストンを出発しました。マ

サチューセッツ工科大学に滞在しているこの 2 年

間のうちに，是非一度， NASAの各センターを見

てまわろうという旅です。 NASA本部のMr. Force

には，いろいろ手配をして頂き，お世話になりま

した。彼とは， 2 年前に，建設中の臼田アンテナ

に奥様， 9 歳のミシュラちゃん共々，私が案内し

た際，親しくなった仲で，彼のメリーランドのお

宅にも何度か遊びに行きました。

まずは，ワシントンから 1 時間ほどのゴダード

宇宙センターへ向いました。近地球の無人衛星や，

NASA の全世界にわたるトラッキング局の管理を

しています。宇宙研の衛星の打上げ初期の追跡支

援も，ここにお世話になっています。そう思うと，

トラッキングコントロール室も他人のものとは思

えなくなるから不思議です。

次に， シャトルの打上げてー有名なフロリダ，ケ

ネディ一宇宙センターへ向いました。フロリダの

広々とした湿原の中に， 2 基のシャトル発射台が

そびえています。このシーンを見た時，宇宙研に

着任早々の N先生が内之浦の旅館の夜に話されて

いた事を思い出しました。 N先生，焼酎を飲みな

がら日< , r内之浦の打上げ場を初めて見た時，正

直言って驚きましたよ。東大の先生方は，こんな

海のがけの所で打

上げている。アメ

リカは，フロリ夕、

のあんな広い所で

打上げているのにり

ここカヘそのフロ

リダの広大な打上

げ場です。

週末をマイアミ，

キィーウエストで

楽しんで，アラパ

マ，ハンツヴィルのマーシャル宇宙センターへ飛

びました。型通りの畳の部の後，私のための手配

を終始して頂いたMr. Machenが，晩めしを(ワリ

カンで)一緒に食わないかとのお誘い。ビフテキ

に，スコッチを 1 杯， 2 杯といくうちに，互いの

口も軽くなりー・。「きみのために，きょうはマーシ

ャルセンターの各々の担当のトップの，インテリ

ジェントな人達に会わせて，話をしてもらったん

だよ。というのも，きみが日本の宇宙研にいるし，

今はMITから来ているからり今や，宇宙研はMIT

と並ぶ世界の宇宙研のようですノ 彼の興味深い

話は続きます。「その彼らが，きみにきょう会って

話をして，時間をむだにしたと感じたら，あすの

朝，私の所に苦情の電話をかけてくるだろう。-

ーでも， きみは，まあよくやったから，たぶん大

丈夫だろうりこの話は，本当に冷汗ものでした。

ヒューストンのジョンソン宇宙センターを経て，

最後の訪問先，ロサンジェルス郊外のジェット推

進研究所へ向いました。主に，深宇宙探査計画の

追跡，データ取得の話をききました。 NASAは，

ICE衛星等の追跡，データ取得を臼田アンテナに

支援してもらいたい意向を持っていて，宇宙研に

強い関心と好意を持ってくれています。

翌日， NASAの小型飛行機で，モハベ砂漠の中

のゴールドストーン深宇宙局へ行きました。写真

は砂漠の中の64mパラボラアンテナです。我々の

臼田アンテナと比べてみて下さい。

こうして， NASAのセンターをまわって改めて

思う事は，宇宙研が少人数もさる事ながら，大学

の研究者自身がプロジェクトを遂行している事で

す。そして，プロジェクトの中に新しい研究の成

果を取り入れていくといったような，研究者の手

と頭脳によるプロジェクトの遂行こそ，世界にも

稀な宇宙研のこの立場を生かしていく途だと感じ

ました。(さいとう・ひろふみ)

-司、対
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\込d 誉宙太陽風プラズマ

太陽は太陽風と呼ばれる超音速のプラズマ流を

絶えず放出している この風の原因はコロナの電

離方スが百万度 K にも達する高温であることであ

る。しかし，この高温度であってもイオンの熱速

度は 100km/sec 程度であってコロナからの脱出速

度(-600km/sec) には達していない。それにもか

かわらずカ、ス流が放出されうるのは，電子による

熱伝導が効率よくエネルギーを運んでガスを暖め

続けるからである。( r燃料ノマイプ

のつながったロケット」のアナロ

ジー)

今年 1 月に打ち上げ、られた「き

きがけ」は 2 月下旬より貴重な太

陽風のデータを送り続けている。

右図で・印は風速，・印は密度で

ある。図のように太陽風ノマラメタは太陽自転周期

(-27 日)程度の準周期的な変化を繰り返してい

る。これは太陽活動静穏時の太陽風の特徴で，こ

の時期のコロナの空間構造を反映していると考え

られている。

(太陽風プラズマ・データは小山孝一郎氏提供)

一宇宙研一 寺沢敏夫
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\ミ J 誉宙 地 球

ニュートンの万有引力の法則によると，地球の

重力は地心からの距離の二乗に反比例する。する

と距離がどんなに大きくなっても， ともかく重力

というものはゼロになることはないではないか。

とするとどこ迄行っても地球の重力固から脱出す

ることなどできっこない。しかし，地球からある

程度離れると，地球の引力よりも太陽の引力の方

が卓越する領域に入ってしまう。では，探査機の

運動を考える場合，仮りに地球のまわりに球殻状

の領域を考え，その内部では地球の引力だけを受

けながら運動し，その外では太陽の引力だけを受

けて運動する， といっょっに都合よく行かないも

のだろうか 7 このような考え方から導き出された

のが「影響圏」という概念である。詳しいことは

省くが，太陽と地球と探査機というシステムを対

象にした場合，地球の影響圏の大きき r は，

r=ρ(ml/mZ) 抗

日

~

n

n月 出

で表すことが多い (ρ: 太陽からの距離， m1 地

球の質量 ， m2 太陽の質量)。 ρ として地球と太陽

との平均距離をとると r 二 92.5 万km になる。一応

このあたりを通過すれば地球脱出と考えることに

しているが，地球からの距離が同じ所でも，地球

からどっち向きかによって ρ の大きさは異ってく

るし，また地球自身と太陽との距離も時間と共に

動いていく。おまけに厳密には，影響圏の内部で

は月の引力等，外部では木星その他から受ける力

も考慮、しなければならないから， 「影響圏」とい

っても，それは一つの大まかな目安を与えるもの

と考えた方がよい。 ro 月 O 日 00 時00 分00

秒に地球脱出」などといっ表現は，軽々 しく口に

すべきではないのである。

一宇宙研一 的川泰宣

〈訂正> ISAS ニュース No.48 の 9 ページ終行

C3 は 2.73km 2 /s 2 → C3 は 7.45 km2/s2
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いも焼酎

鹿児島で酒というと焼酎，それもいも焼酎であ

る。これを「じよか」というドーナツ状の酒器に

入れて直接炭火にあて， じか畑で飲む。そのまま

では 35度以上で少々きついので，薄めて飲むのが

普通である。近頃はお湯割りにして，好きなよう

に飲む人が多い。

このごろは焼酎の売行きヵ、一般に良くて，ウイ

スキーメーカーが渋い顔をしているそうである。

たしかに日本料理には， ともに蒸溜酒ではあるが，

ウイスキーよりは焼酎の方が良〈合うような気が

する。

もっとも上等な座敷で立派なお膳が出れは\酒

肴と言って清酒の方が雰囲気に合うような気がす

るが， コンパなど男同士の乱暴な酒席では，焼酎

が似つかわしい。

焼酎は大分，宮崎，熊本など南九州、|から先では，

米はもとより，いも，ひえ，あわなど全てのデン

プンから造られるようであるが，鹿児島では何と

言ってもいも焼酎である。

最近日本人は，ビール，清酒，焼酎，ウイスキ

ー，ワインなど広くたしなむようになり成人男子

の90ノマ一セント，女性の45パーセントが酒を口に

すると厚生省が発表している。そこで飲酒人口は，

推定6 ， 440万人に達するそうである。

「イッキ，イッキ」と若い人たちがアルコール

の手ほどきを受けるが，近頃は男女共学になり，

女性の地位も上ったので，酒を飲む人が増えたの

かもしれない。

今年 2 月 9 日から 10 日まで，宇宙研のロケット

S-520型 7 号機打上げを見学した。評議員の沢田

京大学長も来訪され，野村教授のご案内で施設を

くまなく見学することができた。当日の天候は小

雨でときどき晴れ，低気圧が南の海上を東進中と

いうことである。

近藤次郎

打上げ予定の 4 時が刻々と迫り，指令室に緊張

がみなぎってくる。当日の打上げ主任は河島助教

授である。雨足は大分弱くなったので，多分大丈

夫でしょうなどと楽観説も流れた。しかし，どう

も風がおさまりそうにない。何度もパイロット・

バルーンが上げ、られる。とりあえず打上げを 30分

延期して，さらに待機するが，ついに「本日は中

止」という指令がでてしまう。せっかく内之浦ま

で来たのにまことに残念であるが，失敗をしては

大変なことになるのでやむをえない。むしろ当然

の勇気ある処置である。

しかしながら，こうなるとすることがない。も

しも打上げがうまくできたらどうするかという説

明をそこそこに聞いて，瀬里奈に引き上げる。雛

回，松尾，平尾，河島，林教授も加わって，賑や

かな夕食会となった。このような席では，焼酎の

お湯割が一番ふさわしい。それにしても，近代科

学の粋を集めたロケットの打上げが，浜漁師と同

じようにお天気次第というのは，何とも皮肉なこ

とであった。

このロケット，一日遅れで無事使命を達成した

そうであるが，私は日程が限られていたので，モ

れを見ることができなかった。それにしても，ロ

ケットシステムの見学と発射オペレーションの視

察という出張の目的は，十分に達成することがで

きた。改めて，宇宙研の諸先生に感謝し，今後の

発展を祈る次第である。

(こんどう・じろう=国立公害研究所長・

宇宙研評議員)

-、

/1編i\ ビールのうまい季節になってきた O

V~·~21J 地上れたられと咽にとおすとこ
\ーノ ろ。無重量の宇宙では，どうやって

飲んだらうまいだろうか。(柳津)
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